
瀬戸内海を泳いだクジラ（四国中央市立川之江図書館蔵）�

昨年の一場面�

児童生徒が確かな学力と豊かな人間性を育てる学校教育を実施するためには、教員の果たす役割が重要です。また、教員には、高い人格、識見や倫理
観、教員としての専門的な知識や技能に加え、個性を生かす教育の実現や社会の変化への対応など、学校教育が直面する課題に適切に対応できる資質
や能力が求められています。香川県においても、種々の教育研修を行うことで、指導力を高めています。そこで今回は、どのような研修を実践しているか、
詳しくご紹介します。�

県立文化施設では、香川のくらしや文化を紹介する、夏休
み恒例の「夏休み子どもミュージアム」を開催します。�

会　　場�

内容�

内容�

内容�

会　　期� 展覧会名�

香川県埋蔵文化財センター�
（坂出市府中町）他3会場�

香川県埋蔵文化財センター設立20周年企画�

びっくり！さぬき人2万年のあゆみ�
～ふるさとの歴史を発見・体験する夏～�

香川県文化会館�
（高松市番町）�

7／２１（土）～７／29（日）�
8／7（火）～8／26（日）�
★月曜日休館�

7／17（火）～9／16（日）�

アートで遊ぼ、美術たんけん�

香川県歴史博物館�
（高松市玉藻町）�

7／2１（土）～9／２（日）�
★会期中無休�

瀬戸内海歴史民俗資料館統合記念�

瀬戸内海をクジラが泳いだ�

海を泳ぐ最大の動物クジラ。かつては瀬戸内海でもクジラが泳ぎ、それを捕らえた人々がいました。瀬戸内海

の漁民とクジラとの関わりや捕鯨の歴史を紹介するほか、骨格標本などからクジラの生態の不思議に迫ります。�

（会期中の土日祝日は、小・中・高校生の観覧料は無料）�

絵画、彫刻、工芸など、多様な表現による美術作品を楽しみながら鑑賞します。�

（会期中の土日祝日は、小・中・高校生の観覧料は無料）�

県埋蔵文化財センターの20年間の調査成果を、時代別に、わかりやすく紹介します。�

子ども考古学教室や体験教室も予定しています。（体験教室のみ有料）�

自分のやりたいことができる学校選び�

県内の公立・私立高校、国立工業高等専門学校が、中学生や保護者等を対象に、学校
の教育内容や特色などを紹介する高校合同説明会を開催します。�
昨年は、4,000人を超える方が参加され大盛況でした。どなたでも入場できますので、受験
を控えた中学生はもちろん、多くの方のご来場をお待ちしています。�

■日　時　平成19年8月18日（土）　9：30～16：30�
�■場　所　サンメッセ香川　大展示場（Ａ面）、中会議室�
　　　　　　高松市林町2217-1（駐車場有り・無料）�
　　　　　　ＪＲ高松駅～サンメッセ香川間で無料シャトルバスを運行します。�
�■内　容　各校がブースを設置し、学科、部活動、進路状況など、�
　　　　　教育内容や学校生活全般に関する展示や説明を行います。�
　　　　　個別相談もお受けします。�

問い合わせ�
県教育委員会事務局高校教育課�
高校フェア担当�
ＴＥＬ 087-832-3752

～ 質の高い授業を目指した研修の実践 ～�

どのような研修を実施していますか？�

研修はどのような方法で行われているのですか？�

　校外研修は、主に県教育センターで行われています。講義による
研修もありますが、グループに分かれての討議や施設訪問・体験型
の研修など幅広い手法による研修を行うなど、個々の能力、適性を
伸ばすことができるように取り組んでいます。�

　小中学校では「香川の教育づくり発表会」に
おいて、研究授業などの校内研修における研
究内容や成果の普及・共有化を進めています。�
　高等学校では「かがわ教員道場」において、
専門教科ごとのグループ研修、成果発表会、報
告書の作成等に取り組んでおり、これらを通じて、
教員の教科指導力のさらなる向上を目指して
います。�

A3

香川県独自の特徴ある研修はありますか？�Q3

A4

Q4 教員が研修のために学校を離れても、授業や学校行事に影響はないのですか？�

　研修を受ける教員が受け持つ授業や行事を、他の教員が連携協力して実施したり、まとま
った研修期間が確保しやすい夏休みを利用するなど、影響が少なくなるよう工夫しています。�

　県教育センター（研修実施機関）など学校外で行
われる校外研修、各学校で行われる校内研修、教員
が自主的・自発的に行う自主研修があります。校外
研修には、初任者や教職経験（5年、10年、20年）ご
とに全ての教員を対象とした基本研修、校長・教頭・
教務主任等の職務に応じた職務研修、教科指導力等
の向上のための専門研修があります。これら多様な
研修の機会を捉えて、各段階に応じた「授業力」・「学
級経営能力」・「組織マネジメント能力」・「リーダー
シップ」の育成を重点項目と位置づけた研修を実施
しています。�
　1年間で延べ約3,600人の教員がこれらの研修を
受けており、香川県の教員全体の約44％に相当します。
また、教員として採用されてから21年間で、基本研
修だけでも約130日の研修を受けることとなります。�

　黄色いカバー付きランドセルを背負って、小学校に通
う1年生の姿は微笑ましいものです。入学から3ヶ月、そ
ろそろ学校生活になじんできた頃でしょうか。毎晩寝る
前に絵本の読み聞かせをしていた習慣が、「もう一人で
読めるから」と自然消滅してしまいがちな時期でもありま
す。実はこの時期こそ、子どもの読書習慣を育むために
逃したくない山場。まだしばらくは読み聞かせを続けたり、
一緒に本を選んであげたいものです。�
　さて、1年生向けの本を選ぶには、どうしたらよいでしょ
うか。県立図書館でも、書架を眺めて迷っている保護者
の方をよく見かけます。「何かいい本ありませんか」と、
お尋ねになる方と一緒に書架をめぐってあれこれとご紹
介することもあります。�
　まず、旬ともいえる「主人公が1年生」の本。たとえば
後藤竜二作、長谷川知子絵の『1ねん1くみ』シリーズ
は外せません。タイトルに「いちねんせい」とあれば、まず
大丈夫。�
　形態で見分ける方法もあります。本の書名がすべて、
平仮名のもの。本の厚みが薄くて、中の字が大きいもの。
逆に本の厚みがあっても、ページ数が少ない大判の本。
出版社が本の背に付けているシリーズごとのマークも目
印になります。�
また、困った時に
は子どもの本を
選ぶための本を
ご活用下さい。
県立図書館の研
究コーナーには、
本をテーマ別、学
年別に紹介した
ブックリストをご
用意しています。�

　娘さんが、お母さんの目から見て奇抜だっ
たりだらしなかったりする服を買ってくることが

あり、悩んでいらっしゃるのですね。��
　このような場合に、洋服をお子さんと一緒に買いに行
って、お互いが納得のできる服を買うことができれば一
番よいのですが、それが難しいこともあるかと思います。
服装は、それが奇抜なのかおしゃれなのかについては、
人によって考えが異なりますし、奇抜だと思われた服が、
時間がたてば流行ることもあり、判断が難しいところです。�
　ただ、お母さんも仕方がないとおっしゃっているように、
娘さんは、自分にどのような服が似合うのか、自分はどん
な服が好きなのかを探している「年頃」ではないかと思
われます。それは、お母さんが選んだ服をただ着ている
状態から抜け出して、自分探しをしている状態といえる
のではないでしょうか。その際、お母さんが納得できない
洋服をお子さんが選んで着ることもあると思いますが、そ
れを否定されれば、子どもは反発せざるを得なくなります。�
　もちろん、行き過ぎていると思われる場合やきちんとし
た服装が要求される場面では、娘さんの服装を注意す
る必要があると思いますが、今は少し見守るのはいかが
でしょうか。そして、ときには娘さんに最近の流行を尋ね
てみたり、またお母さんの洋服選びに娘さんの意見を聞
いてみたりすることも、あってよいかもしれません。親とは
異なる娘さんのあり方を認め、尊重することが、娘さんの
成長過程を見守ることにつながると思われます。�

�

　中学2年生の娘のことでご相談します。近
頃、休みの日などに友だちと出かけて、お小

遣いで服を買ってくることがあります。年頃なので、仕
方がないところもあると思うのですが、奇抜だったりだら
しなかったりする服が多く、親としては心配です。注意
をしましたが、お母さんは古いと言って、聞きません。一
緒に洋服を買いに行こうと言っても、嫌がりますが、どう
すればよいでしょうか。��
　�

�

生徒全員で行う植え付け作業�
りっぱなタマネギができますように�

タマネギ収穫後の田植え�
一列にきちんと植えられたかな�

「いじめ・不登校・学業・進路」などの電話相談は、�
県教育センターまで�

TEL:087-862-4533、087-833-4220�
※24時間いじめ電話相談窓口 TEL:087-833-4227

�

▲本選びで迷った時は、�
　お気軽に声をかけてください。�
�

1年生向けの本を選ぶコツ�
�
�

　各学校の下校時には、たすきや帽子を身に付けたパトロール隊の方々が集まり始めます。そして、子どもたちと顔を
合わせてはニコッと微笑み合い、あいさつを交わします。このふれあいが成果の一つです。�
　子どもの安全確保をめざすこの活動に、ゴールはありません。しかし、子どもも大人も一人ひとりが心を一つにして
力を合わせることこそが、尊い営みです。�
　そして、その姿を子どもたちの目に焼き付けることが、これからの地域社会を担っていく子どもたちの健全な育成、
そして地域づくりにつながると信じています。�
�

�

　丸亀市では、①安全体制の整備、②安全教育の推進、③学校と地域との交流を重点に、子どもたちの安全確保の
ために取り組んでいます。平成18年度には、文部科学省委嘱事業として「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事
業モデル地域」に指定され、さまざまな活動を行いました。�
　特に、子どもたちの安全が脅かされている学校のピンチを、逆に学校を地域に開いてかかわりを密にし、地域と学
校と家庭がそれぞれの役割を明確にして交流を深め、地域全体で子どもを育てていこうという意識を高めていくチャ
ンスにと、今年度も引き続き、市内全体で取り組んでいます。�
�

空き缶回収の収益を基に、感謝を込め、校
区のお祭りのバザーで、パトロール隊の方々
をお接待。�
�

地域を挙げてパトロール隊が結成されまし
た。校区内の子どもＳＯＳのお家へ、感謝の
気持ちを届けました。�
�

パトロール隊の方々を運動会や音楽会に
招待しました。運動会では、一緒に玉入れを
楽しみました。�
�

教育相談�

城南小学校� 城北小学校� 富熊小学校�

市内の児童とパトロール隊の方が
一同に会し、意見を交換。�
�

不審者情報の携帯メール配信シ
ステムを開始。（説明会の様子）�
�

市内の教員や保護者を対象に、安
全マップ作成講習会を実施。�
�

小中学校の公用車による、青色防
犯パトロールを開始。�
�

※学校とは異なる環境での体験研修を
通して、新たな視点から学校教育をと
らえ直すことにより、教員の資質向上を
図るための研修�
Ｈ８～Ｈ１８実績：４７０名�
（小・中学校３６６名、県立学校１０４名）�

うん。それはね、長期社会体験研修 といって、先生
が学校以外のところで勉強することだよ。私の担任
の先生も、介護施設でお年寄りのお世話を経験した
んだって。「学校とは違った環境で勉強することで、
とてもいい経験になった」と話してくれたよ。�

※�

A2

Q2

A1

Q1

「最近、先生方が社会福祉施設や
企業などで働いている」と聞いた
ことがあるけど…？�

他には、どんな研修があるのかしら？�

※会場により会期が異なります。�
　詳細はお問い合わせください。�
　TEL 0877-48-2191

自分たちで育てたタマネギを収穫�
思わずニッコリ�

丸亀市学校安全推進委員会�

　観音寺市大野原町は、県内有数のタマネギやレ
タスの産地として知られています。このような地元を

代表する農業を、生徒の豊かな心やたくましさをはぐくむ勤労生産体験学習とし
て取り入れているのが、観音寺市立大野原中学校です。�
　大野原中学校が、学習に農作業を取り入れたのは、昭和61・62年に「勤労
生産学習研究推進校」の指定を受けた時にさかのぼります。自然とのふれあい
や生産活動にかかわる機会が極端に減ったことから、体験を通して物を作ること
や働くことの喜びを体感させたいとの思いから、20年間にわたり脈 と々引き継が
れてきました。現在では、総合的な学習の時間を中心に、1、2年生はタマネギと
水稲の栽培に年間約20時間、3年生は菊づくりなどの作業に年間約10時間従
事しています。�
　また、学習の質を向上させるため、農協や近隣の農家の方から指導や相談がで
きる体制を整えるなど、家庭、地域と連携して学習を盛り上げているのも特徴です。�
　「農作業に不慣れな教師もいる中で、指導内容が専門的で多岐にわたるこ
ともあり、教師自身が、日ごろから、知識・技術を習得しなければならないといった
苦労もありますが、収穫を終えた生徒の表情から、しんどい作業を乗り越えた満
足感を感じ取れた時は、一番の喜びです。」とは、馬渕教頭先生の言葉。�
　この体験活動のもう一つの成果は、学習活動を支える地域の人の存在を実
感できること。豊富な知識や技術をもっている人を知ったり、日頃から、気づいた
ことをアドバイスしてくれる人の親切を感じることは、自分たちが生活する町を再
認識するきっかけにもなっているのではないでしょうか。�
　昨今、ニートと呼ばれる若者の増加や、地域社会との人間関係の希薄化が
問題視されている中、20年間にわたり、作物を育て収穫する喜びや感謝の気持
ち、働くことへの意欲、地域との連帯感などの習得を目的に続けられた体験活
動は、大野原中学校の伝統として定着しており、これからも、ふるさとへの愛着を
持ちつつ、未来に向かって大きく羽ばたく青年を、数多く育てていくにちがいあり
ません。�
　�


